
（別紙様式１） 
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名 大野町立南小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月２日（土）～１２月１日（日） 

実 施 概 要 ①親子ふれあい活動 ②学校医講演会 
③リサイクル活動  ④授業参観とインターネット利用に関わる講演会 
⑤学習発表会 

実 施 内 容  学習・取組の分野 
  ☑自然   ☑歴史   ☑文化   ☑産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 ☑講演会等 
  ☑地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者 ７４５人
計    １，０５０人

地域関係者 ３０５人

実 施 状 況 
 

① 親子ふれあい活動（１１月２日【土】〔保１９０人 地４０人〕）

  校区道徳教育実行委員会・ＰＴＡ・学校主催。親子で家庭や地域での防

災について確認しながら登校。その後、地域の方と地域企業の方が講師と

して１４講座を設け、希望の講座において親子で様々なものを作成。 

② 校医講演会（１１月１１日【月】〔保１５人 地５人〕） 
  学校保健安全委員会主催。学校医が、高学年児童と保護者等に「メディ

ア」と題し、メディア利用と生活に関わる講演を行った。 

③ リサイクル活動（１１月９日【土】〔保１５０人 地５０人〕） 
  ＰＴＡ主催。各居住地域において親子でリサイクル活動・地域清掃を行

った。 

④ 授業参観と講演会（１１月１８日【月】〔保１７０人 地１０人〕）

  学校・ＰＴＡ主催。授業参観後、インターネット利用の危険性について

の講演会を行った。 
⑤ 学習発表会（１２月１日【日】〔保２２０人 地２００人〕予定）

  学校・校区公民館共催。ＰＴＡ参加。午前が小学校学習発表会、午後は地域

の方（保育園・中学校を含む）の芸能発表会。掲示発表は一日。３～５年生は、

総合的な学習で地域や地域の方から学んだことの発表を行った。 

成果及び課題 ○この他に教科学習等で地域の学習を行っているのであるが、地域の

方々と関わりながら学ぶことが学年に合わせてできるようになってき

ている。 
○①～⑤の運営にＰＴＡの役員が積極的に関わることができるよう、担

当や役割分担を増やしてきたことで、役付きの保護者以外でも参加者

増や参加態度に改善が見られている。保護者の変化が、児童の活動意

欲や態度、地域の協力体制によい変化を生み出している。 
○前年度・前月等に学校便りで活動の紹介を行ってきたことで、地域・

保護者の方の参加者・協力者が増えてきている。 
●来校・参加された方が、名簿に記名していただける活動ばかりではな

く、名簿に記入できない活動もある。正確な参加者数把握ができない。

●不特定多数の方が随時来校される行事が多いため、校内の安全確保（駐車

場・歩行者・来校者の確認）と施設管理が難しくなっている。 
 


